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こ
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ま
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

全
国
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
ご
家
族
に
と

っ
て
幸
せ
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
全

国
の
私
立
幼
稚
園
が
理
事
長
・
園
長
先
生
を
は
じ
め
、

教
職
員
の
皆
様
が
協
力
し
合
っ
て
素
晴
ら
し
い
保
育

と
教
育
を
実
践
さ
れ
、
充
実
・
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
で
し
ょ

う
か
？ 

子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
環

境
は
、
健
や
か
な
心
と
体
を
育
む
の
に
足
る
も
の
で

し
ょ
う
か
？ 

お
と
な
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

経
済
優

先
で
走
っ
て
き
た
日
本
は
、
結
果
と
し
て
、
物
質
的

に
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
子
ど

も
が
豊
か
に
育
つ
た
め
に
不
可
欠
な
家
庭
や
地
域
、

自
然
と
い
っ
た
環
境
を
弱
ら
せ
、
そ
の
弊
害
が
子
ど

も
の
育
ち
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
豊
か
に
育
つ
た
め
に
は
豊
か
な
環
境
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
す
べ
て
の
お
と
な
が
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
の
物
差
し
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
の
物
差
し
で
、
世
の
中
の
仕
組
み
を
再

構
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
べ
て
の
お
と
な
が
、
子
ど
も
の
物
差
し
を
持
て

る
よ
う
な
運
動
を
ぜ
ひ
始
め
た
い
。
そ
の
よ
う
な
思

い
の
中
か
ら
、
全
国
の
先
生
や
保
護
者
の
方
か
ら
お

知
恵
を
い
た
だ
き
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た

の
が
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

子
ど
も
を
ま
ん
中
に
し
て
、
み
ん
な
に
笑
顔
が
広
が

り
、
み
ん
な
が
一
緒
に
育
ち
合
う
。
す
べ
て
の
お
と

な
が
子
ど
も
に
関
心
を
持
ち
、
子
ど
も
の
立
場
で
物

事
を
発
想
す
る
。
お
と
な
の
都
合
や
利
益
に
と
ら
わ

れ
ず
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
現
状
を
見
直
し
、

子
ど
も
第
一
で
物
事
を
考
え
て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
第

一
歩
で
す
。

ま
だ
、
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
た
く
さ
ん
の
事
業
提
案
が
あ
り
ま
す
が
、
着

実
に
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
い
く

に
は
、
日
々
現
場
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
先
生
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

先
生
方
は
、
子
ど
も
の
素
晴
ら
し
さ
や
子
ど
も
が

必
要
と
す
る
も
の
を
世
間
に
発
信
し
て
い
く
幼
児
教

育
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
同
時
に
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
か
け
が
え
の
な
い
環
境
で

す
。
先
生
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
、
ご
意
見
を
頂
戴
し
な

が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。最

後
に
、
全
国
八
千
の
全
日
私
幼
連
加
盟
の
幼
稚

園
の
先
生
方
、
二
百
八
十
万
人
の
保
護
者
の
皆
様
、

そ
し
て
子
ど
も
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆

様
と
と
も
に
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ご
指
導
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

 

（
名
古
屋
市
・
自
由
ケ
丘
幼
稚
園
）
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平
成
二
十
二
年
度
の
政
府
予
算
対
策
活

動
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

昨
年
、
新
政
権
が
成
立
し
新
た
な
予
算

対
策
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
で
あ
れ
ば
、
六
月
末
の
骨
太
方
針
か
ら

八
月
の
概
算
要
求
で
数
字
が
出
さ
れ
、
そ

の
後
年
末
の
予
算
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
は
概
算
要
求
が
十
月
に
見
直

さ
れ
、
文
部
科
学
省
予
算
案
の
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
に
つ
い
て
は
子
ど
も
手
当

導
入
等
の
関
係
も
あ
り
、
園
児
保
護
者
の

★
平
成
二
十
二
年
度
政
府
予
算
案
成
立
に
寄
せ
て

幼
児
教
育
・
私
学
助
成
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
る

全
日
私
幼
連
政
策
委
員
長　

田
中 

辰
実

全
日
私
幼
連
の
経
営
研
究
委
員
会
で

は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
私
立
幼
稚
園
経

営
実
態
調
査
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
私

立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
報
告
は
全
日
私

★
お
知
ら
せ

経
営
実
態
調
査
報
告
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

所
得
階
層
別
の
国
基
準
額
に
つ
い
て
、
補

助
を
低
所
得
者
層
に
重
点
化
す
る
一
方
、

年
収
が
三
百
六
十
万
円
か
ら
六
百
八
十
万

円
の
第
四
階
層
に
つ
い
て
は
、
補
助
額

を
大
幅
に
減
額
（
六
万
二
千
二
百
円
を

二
万
五
千
円
に
）
す
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
概
算
が
出
さ
れ
る
ま
で
文

部
科
学
省
幼
児
教
育
課
、
私
学
助
成
課
と

も
大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
許
可

な
く
概
算
額
を
公
開
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
状
況
と
し
て
は
、
行
政
刷
新
会
議
が

行
な
う
仕
分
け
事
業
に
幼
稚
園
関
係
予
算

が
入
ら
な
い
よ
う
に
概
算
要
求
が
組
ま
れ

た
と
い
う
情
報
で
し
た
。

全
日
私
幼
連
と
し
て
は
執
行
部
、
常
任

理
事
会
等
で
協
議
を
行
な
い
、
就
園
奨
励

費
の
第
四
階
層
は
、
私
立
幼
稚
園
児
数
の

約
半
数
（
五
十
九
万
人
）
を
占
め
て
い
る

た
め
、
保
護
者
、
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
と
の
判
断
か

ら
、
全
日
私
幼
連
あ
げ
て
復
活
活
動
を
行

な
い
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務

官
の
出
身
都
道
府
県
団
体
長
と
連
携
し
て

就
園
奨
励
費
の
第
四
階
層
の
大
幅
な
減
額

の
見
直
し
に
つ
い
て
陳
情
活
動
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会

で
は
、
来
賓
と
し
て
文
部
科
学
副
大
臣
の

鈴
木
寛
氏
を
迎
え
、
保
護
者
五
百
人
と
と

も
に
幼
稚
園
教
育
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ

を
訴
え
た
宣
言
文
を
採
択
し
ま
し
た
。

十
二
月
末
は
、
本
来
な
ら
予
算
対
策
の

本
番
と
な
る
時
期
で
し
た
が
、
今
回
は
予

算
編
成
が
い
つ
仕
上
が
る
か
わ
か
ら
な
い

状
況
の
も
と
、
文
部
科
学
省
や
関
係
国
会

議
員
等
と
接
触
を
行
な
い
、
幼
児
教
育
、

私
学
助
成
の
大
切
さ
を
訴
え
る
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
決
着
し
た
の
が
十
二
月

二
十
八
日
の
午
後
。
文
部
科
学
省
か
ら
経

常
費
、
預
か
り
保
育
、
特
別
支
援
教
育
経

費
の
単
価
は
前
年
度
と
同
額
の
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
濱
谷
幼
児
教
育
課

長
よ
り
、
就
園
奨
励
費
補
助
の
見
直
し
額

及
び
幼
稚
園
関
連
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
と
ま
ず
、
文
部
科

学
省
関
係
部
課
の
皆
様
、
全
国
の
団
体
長

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
、
地
方
交
付
税
措
置
額
の
予
算
及

び
幼
保
一
体
化
を
含
め
た
保
育
制
度
改
革

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
、
年
明
け
早
々
、
私
立
幼
稚
園
の
大
き

な
分
岐
点
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
全
日
私
幼
連
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
本
年
も
何
卒
ご
指
導
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
（
石
川
県
白
山
市
・
ち
よ
の
幼
稚
園
）

幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.youchien.com
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平
成
二
十
二
年
度
の
政
府
予
算
案
は
、

十
二
月
二
十
五
日
の
閣
議
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

政
権
交
代
後
の
十
月
に
発
表
さ
れ
た
新

た
な
概
算
要
求
に
お
い
て
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
補
助
の
第
四
階
層
減
免
単
価
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
方
向
性

が
示
さ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
十

一
月
に
行
な
わ
れ
た
国
の
事
業
仕
分
け
で

は
当
初
、
就
園
奨
励
費
補
助
や
経
常
費
助

成
費
補
助
ま
で
も
そ
の
俎
上
に
上
る
危
険

性
が
極
め
て
強
か
っ
た
た
め
、
全
日
私
幼

連
執
行
部
で
は
私
立
幼
稚
園
が
果
た
し
て

い
る
社
会
的
役
割
と
重
要
性
な
ど
を
改
め

て
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、

情
報
収
集
・
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
予
算

対
策
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

二
年
度
の
私
立
幼
稚
園
関
係
の
予
算
案
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
総
額
は
全
体

的
に
厳
し
い
査
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
園
児
一
人
あ
た
り
単
価
で
は
、
一
種

免
許
状
保
有
の
促
進
分
、
財
務
状
況
の
改

善
支
援
分
を
含
め
、
前
年
度
と
同
額
の
二

万
二
千
五
百
八
十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
方
交
付
税
の
措
置
額
が
算
定

さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
措
置
額
の
決
定

ま
で
目
が
離
せ
な
い
状
況
で
す
。

特
別
補
助
は
、
一
千
三
百
万
円
増
（
前

年
度
比
〇
・
二
％
ア
ッ
プ
）
の
七
十
三
億

五
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
、「
教

育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
子
育
て
支
援
推

進
経
費
）」
は
四
十
四
億
四
百
万
円
、「
幼

稚
園
特
別
支
援
教
育
経
費
」
は
二
十
九
億

四
千
六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
子
育
て
支
援
推
進
経
費
」
の

う
ち
「
預
か
り
保
育
推
進
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
預
か
り
保
育
の
基
礎
単
価
は

前
年
同
額
。「
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
活

動
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
も
単
価
は
前

年
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

「
幼
稚
園
特
別
支
援
教
育
経
費
」
は
、

前
年
か
ら
二
億
二
千
六
百
万
円
増
（
前
年

度
比
八
・
三
％
ア
ッ
プ
）
の
二
十
九
億
四

千
六
百
万
円
。
園
児
一
人
あ
た
り
単
価
は

前
年
同
額
の
三
十
九
万
二
千
円
で
、
対
象

人
数
は
前
年
同
様
の
二
人
以
上
で
す
。

■
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

総
額
は
前
年
度
か
ら
二
千
万
円
（
前
年

度
比
〇
・
一
％
ア
ッ
プ
）
増
え
て
二
百
四

億
一
千
七
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
減
免

単
価
に
つ
い
て
は
低
所
得
者
へ
の
給
付
の

重
点
化
が
図
ら
れ
、
第
一
階
層
か
ら
第
三

階
層
ま
で
に
つ
い
て
は
六
万
六
千
五
百
円

か
ら
一
万
七
千
六
百
円
の
単
価
増
。
第
四

階
層
は
一
万
八
千
六
百
円
の
単
価
減
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
子
以
降
で
小
学

校
一
〜
三
年
に
在
学
す
る
兄
姉
を
有
す
る

園
児
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
第
二

子
〇
・
七
五
（
前
年
度
〇
・
九
）
と
な
り
、

一
部
改
定
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

■
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
は
、
二

億
一
千
九
百
万
円
減
の
八
億
七
千
八
百
万

円
（
前
年
度
比
二
〇
・
〇
％
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

■
幼
児
教
育
の
改
善
充
実
調
査
研
究
及
び

幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業
／
幼
児
教
育

の
改
善
充
実
調
査
研
究
七
千
五
百
万
円
。

幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業
三
千
四
百
万

円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

私
立
幼
稚
園
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
関
係
国
会
議
員
の
先
生
方
、
関
係
省

庁
の
皆
様
に
は
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ

の
後
、
地
方
交
付
税
措
置
額
が
決
ま
る
と

私
立
幼
稚
園
関
係
予
算
案
が
す
べ
て
決
ま

り
ま
す
。
関
連
資
料
は
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。

●平成22年度私立幼稚園関係予算案概要

私立高等学校等経常費助成費補助（幼稚園分）

　　園児一人当たり単価は前年同額の 22,587円

　　預かり保育、特別支援教育経費単価も前年同額の据え置き

幼稚園就園奨励費補助　204億1,700万円（0.1％増）
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政
府
は
十
二
月
八
日
「
明
日
の
安
心
と

成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
幼
保
一
体
化
に
関
す
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
二
十
二
年
前

半
を
目
途
に
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
関
連
部
分
の
抜
粋
は
次
の
通
り
。

６
．「
国
民
潜
在
力
」
の
発
揮

「
ル
ー
ル
の
変
更
」
や
社
会
参
加
支
援

を
通
じ
て
、
国
民
の
潜
在
力
の
発
揮
に
よ

る
景
気
回
復
を
目
指
す
。
⑴
「
制
度
・
規

制
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）」⑵「『
新

し
い
公
共
』推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）」

⑶
「
働
く
人
の
休
暇
取
得
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
仮
称
）」

⑴
「
制
度
・
規
制
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮

称
）」
／
新
た
な
需
要
創
出
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
大
き
な
岩
盤
に
突
き
当
た
り
、

停
滞
し
て
い
た
制
度
・
規
制
改
革
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
。

①
制
度
・
規
制
改
革
／
新
た
な
需
要
創
出

に
向
け
た
規
制
改
革
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
は
、
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
下
記
を

含
む
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

【
具
体
的
な
措
置
】

○
幼
保
一
体
化
を
含
め
た
保
育
分
野
の
制

度
・
規
制
改
革

幼
保
一
体
化
を
含
め
、
新
た
な
次
世
代

育
成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な

制
度
の
構
築
を
進
め
る
。
こ
の
た
め
、
主

担
当
と
な
る
閣
僚
を
定
め
、
関
係
閣
僚
の

参
加
も
得
て
、
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
平

成
二
十
二
年
前
半
を
目
途
に
基
本
的
な
方

向
を
固
め
、
平
成
二
十
三
年
通
常
国
会
ま

で
に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る
。

（
ア
）
利
用
者
本
位
の
保
育
制
度
に
向
け

た
抜
本
的
な
改
革
▼
利
用
者
と
事
業
者
の

間
の
公
的
契
約
制
度
の
導
入
、
保
育
に
欠

け
る
要
件
の
見
直
し
、
利
用
者
補
助
方
式

へ
の
転
換
の
方
向
な
ど
、
利
用
者
本
位
の

制
度
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
保
育
料
設
定

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
水
準
の
在
り
方
も

含
め
、
制
度
設
計
の
中
で
検
討
す
る
。

（
イ
）
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

株
式
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
入
促
進
▼
株
式

会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
的
企
業
も
含
め
た

更
な
る
参
入
促
進
を
図
る
べ
く
、
客
観
的

基
準
に
よ
る
指
定
制
度
の
導
入
を
検
討
す

る
。
▼
ま
た
、施
設
整
備
補
助
の
在
り
方
、

運
営
費
の
使
途
範
囲
・
会
計
基
準
等
の
見

直
し
に
つ
い
て
も
、
制
度
設
計
の
中
で
検

討
す
る
。

（
ウ
）
幼
保
一
体
化
の
推
進
▼
上
記
制
度

に
お
け
る
新
た
な
給
付
体
系
の
検
討
等
と

あ
わ
せ
て
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
在
り

方
な
ど
幼
児
教
育
、
保
育
の
総
合
的
な
提

供
（
幼
保
一
体
化
）
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
検
討
し
、
結
論
を
得
る
。

地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

総
務
省
へ
要
望

全
日
私
幼
連
で
は
、
原
口
一
博
総
務
大

臣
等
に
対
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
地

方
財
政
に
お
い
て
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
要
望
を
行
な

い
ま
し
た
。
要
望
書
は
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。

保
育
分
野
の
制
度
・
規
制
改
革
で

幼
保
一
体
化
を
検
討 

　　 政府　

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば
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Township Hospital Rural Health Centre Sub Rural Health Centre

Figure 5: Pictures of damaged Health Facilities 

6.  HEALTH COORDINATION WHO immediately initiated health cluster approach to set up and strengthen 

emergency health responses. With WHO as the leader of Health Cluster, more than 

50 representatives of 30 international NGOs and UN agencies worked together. The 

Health Cluster agreed to adopt a common approach for health sector intervention 

with the exchange of information, using common matrix, ensuring a wide coverage of 

health assistance without duplication of efforts. The longstanding presence of 

international NGOs, such as Merlin, in the Labutta allows close collaboration 

between the health cluster and local and national health officials. The health cluster 

also collaborated closely with the nutrition, Water, Sanitation and Hygiene (WASH), 

shelter and logistics clusters.  The health cluster is active from day one with a strategic vision to create an 

openness and trustfulness amongst its partners. This maintains a high level of 

standards of predictability and accountability amongst its partners. 

Health sector partners (comprising government, UN agencies, ASEAN, 

national and international NGOs) identified key priorities to respond to the cyclone 

Nargis.  The assessments included the necessity for intervention, the areas of 

greatest need, the rapidity with which interventions could be carried out, and the 

probability of tangible change in the health of the targeted populations. The overall 

aim was to prevent disease outbreaks, avoidable morbidity and mortality in the areas 

of greatest need, especially the most severely affected townships.  

7.  IDENTIFICATION OF CRITICAL HEALTH NEEDS AND IMPROVEMENT OF  

  RESPONSE CAPACITY  The WHO focuses on providing technical assistance and support to member 

countries through collaboration with their health ministries. The priorities of the 

collaborative program in Myanmar are reflected in the WHO’s country cooperation 

strategy (CCS) 2006-2010. The priorities address communicable diseases 

(especially, but not only, HIV-AIDS, tuberculosis and malaria); strengthening health 

care delivery; child and adolescent health, including malnutrition and maternal and 

reproductive health; environmental health, including water, sanitation and hygiene, 

food safety, chemical safety and occupational health; and addressing non-

communicable diseases and major risk factors hazardous to health, such as tobacco 

control and blood safety. The WHO is also assist Myanmar to achieve the UN 

Millennium Development Goals by the target year of 2015. 

中
国
・
四
川
省
に
お
け
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
緊
急

保
健
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て

　

四
川
大
地
震
の
被
害
を
受
け
た
綿
陽

市
安
県
で
は
、
教
師
や
保
護
者
が
被
災

後
の
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
に
関
す
る
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
全
日
私
幼
連
か
ら
の
寄
付

金
は
、
教
師
が
被
災
後
の
子
ど
も
た
ち

の
ス
ト
レ
ス
に
関
し
て
、
よ
り
適
切
な

対
処
を
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
充
て

ら
れ
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
二
〇
〇
九
年
の
三
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
幼
稚

園
・
小
学
校
の
教
員
約
三
百
名
と
保
護
者

百
名
が
参
加
し
た
。
四
川
省
・
綿
陽
第
三

病
院
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

派
遣
さ
れ
た
専
門
医
の
指
導
の
下
、
教
師

た
ち
が
よ
り
よ
く
現
状
を
理
解
し
、
子
ど

も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
し
て
い

か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
を
自

覚
し
、
そ
の
う
え
で
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
大
多
数
の
参
加
者
が
有
意
義
か
つ
満

足
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
同
年
九
月
に
安
県
市
内
の
二
園
を

対
象
に
行
わ
れ
た
専
門
医
に
よ
る
事
後
評

価
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
後
の
教
師

が
子
ど
も
た
ち
の
問
題
に
対
し
て
適
切
な

判
断
・
処
置
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
メ

ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
能
力
が
改
善
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
地
に

お
け
る
新
生
児
ケ
ア
の
強
化
に
つ
い
て

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
新
生
児
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
、
新
生
児
死
亡
率
を
下
げ
る
計
画
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
特
に
こ
の

度
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
が
最
も
大
き
か
っ

た
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
管
区
内
の
三
地
区

（
ボ
ガ
レ
イ
・
ラ
ブ
ッ
タ
・
モ
ー
ラ
ミ
ャ

イ
ン
）
に
お
い
て
、
早
急
な
妊
婦
・
新
生

児
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
必
要
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
全
日
私
幼
連

の
寄
付
金
を
も
と
に
、
国
の
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
新
生
児
ケ
ア
ガ
イ
ド

を
用
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
た
。

　

当
該
地
区
の
医
師
・
看
護
師
・
保
健
師

ら
は
、
乳
児
の
人
形
を
用
い
て
蘇
生
や
縫

合
な
ど
を
学
ぶ
五
日
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
参
加
し
、
終
了
後
の
テ
ス
ト
に
お
い
て

知
識
・
技
術
の
確
実
な
向
上
が
見
ら
れ
た
。

同
管
区
内
・
パ
テ
イ
ン
地
区
の
病
院
で
は
、

保
健
師
・
助
産
師
ら
が
新
生
児
の
た
め
の

基
本
的
な
ニ
ー
ズ
（
清
潔
な
環
境
の
確

保
・
合
併
症
の
早
期
発
見
と
治
療
等
）
に

対
応
す
る
た
め
、
マ
ネ
キ
ン
で
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
や
実
際
の
患
者
に
対
す
る
臨
床
的

な
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
含
め
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
地
区
ご
と
に
計
三
回
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
地
域
医
療
従
事
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
補
助
助
産
師
ら
は
、

保
健
省
の
発
行
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
助
産
師
の
援
助
を
目
的
と
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。

　

各
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、参
加
者
の
知
識
・

技
術
の
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

ミャンマー大型サイクロン

中国四川省大地震に対する

義捐金活動最終報告（概要）

全
日
私
幼
連
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
及
び
中
国
四
川
省
大
地
震
で
被
害
を

受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
義
捐
金
活
動
を
行
な
い
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
捐

金
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
を
通
じ
て
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
広
く

活
用
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
か
ら
報
告
書
が
届
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
（
翻
訳
）

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

Technical Report 
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4.  OVERVIEW OF AYEYARWADY DIVISION 

 Ayeyarwady Division is located at the Southern end of the central plains of 
Myanmar. In North East of it there is Bago Division and in the East is Yangon 
Division. It is contiguous with the Rakhine State in the North West. On the Southern 
and Western sides there are Andaman Sea and Bay of Bengal. Moreover 
Ayeyarwady Division is mostly in Delta region and cross by many rivers as the 
Ayeyarwady River which constitute the most important river system in Myanmar. 
Figure 4 depicts the Nargis cyclone path and the affected areas in Ayeyarwady 
Division.

Figure 4: Cyclone Nargis affected map of Ayeyarwady and Yangon Division

5.  MAGNITUDE OF THE PROBLEM  

 The cyclone caused significant damage to infrastructure and people's homes, 
and severe flooding with limiting supply of fresh drinking water. The extents of 
damages on health facilities were colossal; approximately 50 percent of rural health 
centers and sub rural health centers and 20 percent of township hospitals in the 
Ayeyarwady area were damaged (Annex 1, Figure 5 showed damage in the three 
selected townships). Almost all the destroyed facilities were primary health facilities, 
including station hospitals, Rural Health Centers and Sub Rural Health Centers. 
While the value of the damage to these facilities may not be as large as that for 
hospitals, it has a tremendous impact on the access of the rural population to health 
services and weakened the capacity of the surveillance system to detect and 
respond to epidemics. It also weakened the basic capacity of the system to provide 
essential and emergency health care to the population, in particular for immunization 
and prevention of communicable diseases, the drop in birth delivery services and 
access to essential medicines. 

STRENGTHENING NEWBORN CARE SERVICES  

IN CYCLONE NARGIS AFFECTED TOWNSHIPS  

OF AYEYARWADY DIVISION,  MYANMAR

JAPAN PRIVATE KINDERGARTEN ASSOCIATION 

21 November 2008 to 21 July 2009 

Final Technical Report 

▲WHO本部からの報告書（全 28ページ）
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幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業
は
、
幼
稚

園
教
育
の
一
層
の
理
解
推
進
を
図
る
た

め
、
新
幼
稚
園
教
育
要
領
の
趣
旨
、
教
育

課
程
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
指
導
方
法

等
に
関
し
て
、
中
央
及
び
都
道
府
県
に
お

い
て
研
究
協
議
会
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

各
都
道
府
県
に
お
け
る
研
究
協
議
会
に

お
い
て
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
内

容
に
つ
い
て
、
一
層
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
二
十
一
・
二
十

二
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た
り
、
六
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
協
議
の
場
を
設
け

て
理
解
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
。
こ
の
協
議
会
の
成
果
を
踏
ま
え
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
・
十
六
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
独
立
行
政
法
人
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
中
央
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
中
央
協
議
会
は
、
当
日
、
演
題
「
こ

れ
か
ら
の
小
学
校
と
の
連
携
に
期
待
す
る

こ
と
」
東
京
成
徳
大
学
教
授
・
神
長
美
津

子
氏
の
講
演
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
か

ら
四
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
各

分
科
会
に
お
い
て
、
都
道
府
県
協
議
会
の

成
果
を
発
表
、
協
議
し
た
。
な
お
、
こ
こ

で
は
、
幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業
の
研

究
協
議
主
題
を
示
す
。

Ａ
分
科
会

幼
児
が
互
い
に
か
か
わ
り
を
深
め
、
協

同
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
環
境
の
構
成
や
教
師
の
か
か
わ
り

が
必
要
か

① 

協
同
し
て
遊
ぶ
経
験
を
重
ね
て
い
く

に
は
、
入
園
か
ら
修
了
に
至
る
ま
で

の
発
達
の
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に

も
っ
て
い
く
と
よ
い
か
。

② 

幼
児
一
人
一
人
の
よ
さ
を
生
か
し
な

が
ら
協
同
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
教
師
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

配
慮
す
れ
ば
よ
い
か
。

Ｂ
分
科
会

健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
幼
児
が
進
ん

で
食
べ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
環
境
の
構
成
や
教
師
の

か
か
わ
り
が
必
要
か

① 

食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
環
境
の
構
成
や
教
師
の
か

か
わ
り
が
必
要
か
。

② 

食
べ
る
こ
と
に
か
か
わ
る
体
験
を
豊

か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
取
組
が
必
要
か
。

Ｃ
分
科
会　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
状

態
等
に
応
じ
た
計
画
的
、
組
織
的
な
指
導

の
在
り
方
に
つ
い
て

① 

個
々
の
幼
児
の
障
害
の
状
態
等
に
応

じ
た
適
切
な
指
導
を
行
う
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
か
。

② 

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
適
切

な
指
導
を
計
画
的
、
組
織
的
に
行
う

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮

す
れ
ば
よ
い
か
。

Ｄ
分
科
会　

幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
活

動
・
預
か
り
保
育

① 

子
育
て
の
支
援
活
動
に
お
け
る
関
係

機
関
と
の
連
携
を
含
め
具
体
的
な
活

動
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

配
慮
し
た
ら
よ
い
か
。

② 

教
育
活
動
と
し
て
の
預
か
り
保
育
に

お
い
て
、
家
庭
や
地
域
で
の
幼
児
の

生
活
を
考
慮
し
た
活
動
を
展
開
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し

た
ら
よ
い
か
。

Ｅ
分
科
会　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
と
の
連
携

① 

幼
児
と
児
童
が
と
も
に
意
義
あ
る
交

流
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
配
慮
し
た
ら
よ
い
か
。

② 

幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
・
小
学
校
教

員
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ
る
か
。

Ｆ
分
科
会　

幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価

① 

地
域
の
実
情
に
即
し
た
評
価
項
目
及

び
指
標
の
立
て
方
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

② 

自
己
評
価
及
び
保
護
者
な
ど
学
校
関

係
者
等
に
よ
る
評
価
の
実
施
と
そ
の

結
果
の
公
表
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に

行
え
ば
よ
い
か
。 

（
幼
児
教
育
課
）

文
部
科
学
省
だ
よ
り

平
成
二
十
一
年
度 

幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業

研
究
協
議
会
の
概
要
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富
山
県
は
、
幼
稚
園
の
就
園
率
が
約
三

割
と
、
保
育
所
に
大
い
に
押
さ
れ
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
平
成
十
七
年
に
小
泉

構
造
改
革
に
よ
り
、
富
山
県
早
期
入
園
特

区
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
三
歳
に
な
る
年

度
の
四
月
か
ら
入
園
可
能
で
、
な
お
か
つ

四
月
か
ら
担
当
職
員
を
経
常
費
の
補
助
対

象
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
保

育
所
へ
の
対
抗
策
の
柱
と
し
て
い
く
つ
も

の
幼
稚
園
が
特
区
申
請
を
し
ま
し
た
。
二

歳
児
入
園
の
た
め
の
園
則
変
更
、
職
員
の

追
加
採
用
、
中
に
は
保
育
室
を
増
築
し
た

幼
稚
園
も
あ
り
ま
し
た
。
生
き
残
り
を
賭

け
て
、
大
い
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ
た
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
年
後
、
待
機
児
童

対
策
に
端
を
発
し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
出
現
に
よ
り
、特
区
廃
止
（
全
国
展
開
）

の
知
ら
せ
が
突
然
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。

本
協
会
か
ら
強
く
異
議
を
唱
え
た
と
こ

ろ
、
一
年
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
年
度
四
月
か

ら
は
、
二
歳
児
の
入
園
は
認
め
る
が
、
補

助
対
象
と
な
る
の
は
、
満
三
歳
の
誕
生
日

か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
幼
稚
園
児
で

は
な
い
と
の
通
達
が
あ
り
、
ま
た
、
変
更

し
た
園
則
を
元
に
戻
す
手
続
を
と
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
国
の
こ
の
決
定
に
は
さ

す
が
に
県
の
担
当
者
も
同
情
的
で
し
た
。

園
則
は
元
に
戻
せ
て
も
、
一
度
雇
っ
た

職
員
は
簡
単
に
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
。
増
築

し
た
保
育
室
も
そ
の
ま
ま
で
す
。
今
更
、

二
歳
児
は
預
か
れ
ま
せ
ん
と
は
言
え
ず
、

補
助
対
象
外
の
職
員
が
、
幼
稚
園
児
で
な

い
二
歳
児
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
の
政
策
に
振
り
回
さ
れ
て
い
て
、

ど
う
し
て
未
来
の
日
本
を
担
う
、
国
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。併
せ
て
、

待
機
児
童
の
解
消
ば
か
り
を
議
論
し
て
い

る
こ
の
国
に
明
る
い
未
来
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。（
富
山
県
私
立
幼
稚
園
協
会
総

務
広
報
委
員
会
副
委
員
長
、
富
山
市
・
堀

川
幼
稚
園
／
波
岡
伸
郎
）

大
私
幼
青
年
振
興
部
と
は
、
大
阪
府
私

立
幼
稚
園
連
盟
の
総
務
委
員
会
に
属
し
、

会
員
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
な

が
ら
切
磋
琢
磨
で
き
る
大
私
幼
公
認
の
部

で
す
。
元
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
有
志
が

立
ち
上
げ
た
「
二
世
会
」
が
母
体
と
な
っ

て
発
足
し
、
今
に
至
り
ま
す
。

現
在
の
青
年
振
興
部
は
、
大
私
幼
連
盟

か
ら
予
算
を
頂
き
な
が
ら
、
毎
月
の
定
例

研
修
会
を
初
め
、
宿
泊
研
修
会
や
感
染
症

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
理
事
会
の
傍
聴
、
大
私

幼
活
動
の
補
助
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
の
活
動
は
、「
自
ら
教
育

の
プ
ロ
と
し
て
の
資
質
向
上
を
計
る
と
と

も
に
、集
団
を
ま
と
め
率
い
る
ス
キ
ル
を
、

経
験
の
中
か
ら
学
び
取
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
。「
自
分
自
身
で
何
を
学
び
た

い
か
を
決
め
る
」、「
若
手
同
士
の
会
と
い

う
失
敗
が
許
さ
れ
る
状
況
下
で
、自
ら
が

企
画
立
案
す
る
経
験
を
す
る
」の
両
方
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
、次
の
よ
う
な
方
法

を
実
施
し
て
い
ま
す
。毎
月
の
研
修
会
を
、

一
般
部
員
が
交
代
で
企
画
担
当
者
と
な
っ

て
も
ら
い
、
自
分
自
身
が
学
び
た
い
こ
と

や
日
ご
ろ
の
悩
み
を
元
に
、
研
修
会
の
企

画
運
営
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し

研
修
内
容
は
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
・

研
究
研
修
委
員
会
作
成
の
『
資
質
向
上
研

修
俯
瞰
図
』
に
沿
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

研
修
会
企
画
担
当
者
を
経
験
し
た
方
か

ら
、「
今
ま
で
研
修
会
を
企
画
し
た
こ
と

が
な
く
緊
張
し
た
が
、
よ
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
一

方
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、「
研
修
会
の
学

び
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
や
講
師
の

方
々
と
の
新
た
な
交
流
が
も
て
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
世
話
人
一
同
は
、
青
年
振
興

部
が
、
部
員
全
員
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

自
ら
学
ぶ
者
た
ち
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
も
、
協
力
し
あ
え
る
関
係
性
を
築

け
る
よ
う
な
組
織
に
発
展
し
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
、
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
阪
府
私
立
幼
稚
園
連
盟
青
年
振
興
部

代
表
、
豊
中
市
・
庄
内
幼
稚
園
／
北
島
孝

通
、
豊
中
市
・
穂
積
幼
稚
園
／
八
田
勝
仁
）

早
期
入
園
特
区
に
振
り
回
さ
れ
て

　
　

富
山
県
か
ら
の
お
た
よ
り

大
私
幼　

青
年
振
興
部

富山県メモ
面積：4,247.55㎢
県花:チューリップ
県鳥:ライチョウ 
県木:タテヤマスギ 
県獣:ニホンカモシカ
県のさかな:ブリ、シロエビ、ホタルイカ

　
　

大
阪
府
か
ら
の
お
た
よ
り

大阪府メモ
面積：1,897.85㎢
大阪の鳥:もず
大阪の木:いちょう
大阪の花:うめ
大阪の花:さくらそう
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二
〇
一
〇
年
の
幕

が
明
け
ま
し
た
。
新

年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
初
詣
は
も
う
行
か
れ
た
で
し
ょ
う

か
。
今
年
は
子
ど
も
に
と
っ
て
幸
せ
な
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
◆
昨
年
十
二
月

二
十
二
日
に
、
鳩
山
首
相
が
来
年
度
税
制

改
正
の
焦
点
と
し
て
「
子
ど
も
手
当
に
所

得
制
限
は
設
け
な
い
。
必
要
な
い
人
は
自

治
体
に
寄
与
す
る
仕
組
み
を
作
る
」
と
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
保
護
者
に
と
っ
て
、

子
ど
も
手
当
は
大
変
気
に
な
る
政
策
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、幼
児
教
育
と
し
て
も
、

教
員
免
許
更
新
制
度
や
就
園
奨
励
費
、
少

子
化
対
策
と
課
題
は
満
載
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
や
成
長
を
願
い
力
を
合
わ
せ

て
い
く
年
だ
と
思
い
ま
す
◆
さ
て
、
幼
児

教
育
の
充
実
の
た
め
に
は
家
庭
と
の
連
携

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
発
行
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
」
は
保
護

者
に
大
変
好
評
で
す
。
子
ど
も
の
豊
か
な

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
の
家
庭
で
子
ど
も
の
た
め
に
読
ま
れ

る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

 

（
調
査
広
報
委
員
・
梅
澤
眞
理
）
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平成 21年度（第 12 回）　免許状更新講習の認定一覧
●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
　事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

島根県
松江市

　「教職についての省察」
「子どもの変化についての
理解」「教育政策の動向に
ついての理解」「学校の内
外における連携協力につ
いての理解」の４つの事
項について、教員に求め
られる最新の知識・技能
の修得と今日的な教育課
題についての理解を深め
ることを目指す。

秋田喜代美（東京大学教授）
柴崎正行（東京家政大学家政学部児童学科教授）
岡健（大妻女子大学家政学部准教授）
田中雅道（財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
副理事長）
安家周一（大阪教育大学幼児教育学特講１特別講義講
師、全日本私立幼稚園連合会副会長、学校法人あけぼの
学園理事長）
安達譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚園園長、 
財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研究研修副
委員長、元大阪薫英女子大学非常勤講師）
東重満（光塩学園女子短期大学非常勤講師、札幌国際大
学短期大学部非常勤講師、藤女子大学非常勤講師、財団
法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研究研修委員
長）
田中泰行（学校法人向南学園向南幼稚園理事長・園長、
財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研究研修委
員、元東京家政大学非常勤講師）
黒田秀樹（東筑紫短期大学講師、学校法人黒田学園きら
きら星幼稚園理事長・園長、財団法人全日本私立幼稚園
幼児教育研究機構研究研修副委員長）
関章信（福島めばえ幼稚園理事長・園長、元福島大学講
師、元福島学院大学講師）
齊藤善郎（豊橋創造大学短期大学部非常勤講師、岡崎女
子短期大学非常勤講師、学校法人林丘幼稚園理事長・園
長、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研修研
究委員）
宮下友美恵（静岡英和学院大学短期大学部非常勤講師、
常葉学園短期大学非常勤講師、学校法人静岡豊田幼稚園
長、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研究研
修委員）

12時間 平成22年 2月 6日～
平成22年 2月7日 40人

平21-
81345-
00916号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

大阪府
大阪市

　前半は、○○式という
ような、様々な教育手法
がマスコミで取り上げら
れる昨今であるが、「幼
稚園教育は幼児期の特性
を踏まえ、環境を通して
行うものである。」とい
うこと、又、「自発的な
活動としての遊び」とい
うことを大切にした保育
というものを改めて学ぶ
機会としたい。後半は幼
稚園における特別支援を
考える上で重要となる
保護者とのコミュニケー
ション、子どもとの向き
合い方について学ぶ。

岡　健（大妻女子大学家政学部准教授）
上原　文（横浜市東部地域療育センター福祉相談室学校
支援スタッフ主任ソーシャルワーカー、神奈川県立保健
福祉大学特別研究員・非常勤講師）
安達　譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚園園長、 
財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構研究研修副
委員長、元大阪薫英女子大学非常勤講師）

6時間 平成22年 3月26日 150人
平21-
81345-
58636号
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本内容は平成17年12月現在の内容です。
注）詳細は（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照願います。

園児が園の管理ミスで死亡、5,000万円で示談した場合の保険金支払 
（イ）センターに免責特約なし（270円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 2,800万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

5,000万円 

一免責金額（2,000円） 

一免責金額（2,000円） 

センターは園児に給付するが、その後幼稚園に求償 
を行なう。 

（ロ）センターに免責特約付（295円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

2,200万円 

センターは園児に給付するが、幼稚園に求償をしな 
い。 

☆　センターでは幼稚園の管理下であれば疾病による突然死等も支払いの対象となっています。 

4．日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度について

１　日本スポーツ振興センター

日本スポーツ振興センター（以下「センター」という）は、独立行政法人通則法（平

成11年法律第103号）及び独立行政法人日本スポーツ振興センター法（平成14年法律第

162号）に基づき平成15年10月1日に設立された独立行政法人です。（日本体育・学校

健康センターから移行）

２　災害共済給付制度とは

「災害共済給付制度」は、幼稚園の管理下で、災害（負傷、疾病、傷害又は死亡）が

発生したときに、災害共済給付（医療費傷害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、

国・園設置者・保護者の三者による園児のための互助共済制度です。給付金の種類

等は次の表のとおりです。

災害の種類 災 害 の 範 囲 給 付 金 額

負　　傷
幼稚園の管理下の事故によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもの

医療費
・医療保険なみの療養に要する費用の額の
4／10（そのうち1／10の分は、療養に伴っ
て要する費用として加算される分）
ただし、高額療養費の対象となる場合は、
自己負担となる額（所得区分により限度
が定められている。）に、「療養に要する
費用月額」の1／10を加算した額
・入院時食事療養費の標準負担額及び外来
に係る薬剤一部負担額がある場合はその
額を加算

障害見舞金
3,770万円～82万円〔通園中の災害の場合
1,885万円～41万円〕

死亡見舞金
2,800万円〔通園中の場合1,400万円〕

死亡見舞金
1,400万円〔通園中の場合も同額〕

死亡見舞金
2,800万円

疾　　病

障　　害

死　　亡

幼稚園の管理下の行為によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもののうち、文部科学省令で定めるもの
・幼稚園給食等に因る中毒　・ガス等に因る中毒　・日射病
・溺水　・異物の嚥下　・漆等による皮膚炎　・外部衝撃等に
よる疾病　・負傷に因る疾病

幼稚園の管理下の負傷及び上欄の疾病が治った後に残った障害で、
その程度により1級から14級に区分される。

幼稚園の管理下の事故による死亡及び上欄の疾病に直接起因する死
亡

幼稚園の管理下において運動などの行為と関連なしに発生した
もの

幼稚園の管理下において運動などの行為が起因あるいは誘因と
なって発生したもの

突
　
然
　
死

本内容は平成20年4月現在の内容です。
注）詳細は（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照願います。

障

額が定められている。）に、「療養に要す
る費用月額」の1/10を加算した額熱中症

由

1310-09-211
2009 年 12月作成

（医療費・障害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、

　　　　　（幼稚園に一時的な財政負担が生じる）

返還なし

免責の特約
災害共済給付契約には、幼稚園の管理下における園児の災害について幼稚園の設置者の損害賠償責

任が発生した場合に、センターが災害共済給付を行うことによって、その価額の限度で幼稚園の設置
者の責任を免れさせる特約（免責の特約）を付けることができます。
この場合、幼稚園の設置者は、免責の特約についての共済掛金を負担することになります。  

（共済掛金〈園児一人当り〉：年額270円（免責特約なし）、年額295円（免責特約付））

3 　日本スポーツ振興センターと幼稚園賠償責任保険の関係
センターの災害共済制度に加入している園の場合 JK保険の幼稚園賠償責任保険との関係は、下記

のようになります。

（例）
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2．引受保険会社：エース損害保険㈱

型

保険の種類
E 型 S 型 D 型

天災付き
U 型
天災付き

蘆
園

児

の

保

護

者

が

加

入

■　園児24保険
（こども総合保険）

死 亡

後 遺 障 害

入院（1日について）

通院（1日について）

育 英 費 用

賠 償 責 任

救援者費用

葬祭費用（O-157）

100万円

300万円

3, 300円

2, 000円

63万円

3, 000万円

30万円

300万円

保 険 料 5, 000円

100万円

300万円

4, 000円

2, 500円

100万円

3, 000万円

55万円

300万円

6, 000円

113万円

339万円

5, 000円

2, 900円

100万円

5, 000万円

135万円

300万円

8, 000円

135万円

405万円

6,000円

3, 800円

130万円

7, 000万円

255万円

300万円

10, 000円

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食物中毒担保特約が自動付帯されています
・熱中症危険担保特約が自動付帯されています

3．引受保険会社：㈱損害保険ジャパン

型

保険の種類
A 型 B 型

天災付き
C 型
天災付き

D 型
天災付き

蘆
園

児

の

保

護

者

が

加

入

■　園児24保険
（普通傷害保険＋
こども総合保険）
死亡・後遺障害

熱中症・細菌性食物中
毒による死亡後遺障害

入院（1日について）

通院（1日について）

育 英 費 用

賠 償 責 任
（免 責 な し）

救援者費用

葬祭費用（O-157）

117万円

87万円

3, 300円

2, 000円

63万円

3, 000万円

30万円

300万円

保 険 料 5, 000円

143万円

113万円

4, 000円

2, 000円

53万円

3, 000万円

55万円

300万円

6, 000円

157万円

127万円

5, 000円

2, 900円

100万円

5, 000万円

135万円

300万円

8, 000円

187万円

157万円

6, 000円

3, 800円

130万円

7, 000万円

255万円

300万円

10, 000円

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食物中毒担保特約（幼稚園管理下中のみ）が自動付帯されています
・熱中症危険担保特約が自動付帯されています

D　型 C　型 B　型 A　型

D　型 B　型 A　型C　型

575. 7万円

543. 8万円

467. 4万円

435. 5万円

373. 6万円

341. 7万円

412. 9万円

379. 5万円

300万円

3, 300円

2, 000円

60万円

300万円

4, 000円

2, 500円

60万円

5, 000万円

350万円

5, 000円

2, 900円

70万円

7, 000万円

95万円

400万円

6, 000円

3, 800円

100万円

1億円

200万円

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約がセットされています

・熱中症危険担保特約がセットされています

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約（幼稚園管理下中のみ）がセットされています

・熱中症危険担保特約がセットされています

熱中症・細菌性食中毒 
による死亡・後遺障害
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3．個別契約について

◆個別契約は、教職員、園児の保護者が加入する保険です。
◆引受保険会社によって、保険種類・型・補償内容が異なります。

◆各保険種類の内容については、引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。

◆地区サービス代理店（現地代理店）から加入手続きの案内がなされますので、それに従い、教職員・園児の保護者に保険種

類・型を選択していただくようご案内ください。

1．保険金額＆保険料表

1．引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱ OR 三井住友海上火災保険㈱

蘆
教

職

員

が

加

入

蘆
園

児

の

保

護

者

が

加

入

■　24時間教職員傷

害保険

（夫婦特約付帯

家族傷害保険）

S 型

入 院 日 額

通 院 日 額

入 院 日 額

通 院 日 額

2, 398. 4万円

9, 000円

6, 000円

1, 683. 3万円

6, 000円

4, 000円

死 亡 ・
後 遺 障 害

〈
配

偶

者
〉

保 険 料 23, 000円

〈
本
　
　
人
〉

死 亡 ・
後 遺 障 害

D 型

入 院 日 額

通 院 日 額

入 院 日 額

通 院 日 額

4, 796. 8万円

18, 000円

12, 000円

3, 366. 6万円

12, 000円

8, 000円

死 亡 ・
後 遺 障 害

〈
配

偶

者
〉

保 険 料 46, 000円

〈
本
　
　
人
〉

死 亡 ・
後 遺 障 害

※生計維持者（本人）が危険

度の高い職業に就かれてい

る場合、保険金を減額して

お支払いすることがありま

す。

型

保険の種類

■　園児24保険
（※）

死　　　亡・
後 遺 障 害

熱中症・細菌性食物中
毒による死亡後遺障害

入 院 日 額

通 院 日 額

賠 償 責 任

葬 祭 費 用
（O-157）

■　PTA総合保険
PTA団体傷害保険
付帯普通傷害保険
＋PTA賠償責任

保険

園児だけでなく
PTA行事参加
中 の 父 母 の 方
（PTA会員の方）
も補償されます。

PTA団体傷害保険とPTA管理者賠償責任保険をセットしたものです。

①　PTA管理者賠償責任保険 ②　PTA団体傷害保険

PTA行事とは、日本国内において、PTAが主催または共催する行事で、PTA総会役員会等

PTA会則（名称の如何を問いません）に基づく手続きを経て決定されたものをいいます。

321. 6万円

221. 6万円

3, 200円

2, 000円

3, 000万円

300万円

5, 500円保険料 1名当り

S 型

317. 6万円

217. 6万円

3, 000円

2, 000円

3, 000万円

300万円

6, 000円

S 型
天災付き

408. 1万円

308. 1万円

4, 400円

2, 900円

3, 000万円

300万円

7, 500円

D 型

382. 3万円

282. 3万円

4, 200円

2, 800円

3, 000万円

300万円

8, 000円

D 型
天災付き

483. 7万円

383. 7万円

5, 700円

3, 800円

3, 000万円

300万円

9, 500円

U 型

482. 3万円

382. 3万円

5, 300円

3, 500円

3, 000万円

300万円

10, 000円

U 型
天災付き

（ ） 蘆 活動危険対人 １名 3,000万円

１事故 ２億円（免責千円）

対物１事故 100万円（免責千円）

蘆 保管物危険対物、加害会員1名につき 10万円

保険期間通算 500万円

（免責5,000円）

死亡・後遺障害 2,453千円

入　院　日　額 2,000円

通　院　日　額 1,200円

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食物中毒担保特約が自動付帯されています
・熱中症危険担保特約が自動付帯されています

保険料
①　会員１世帯につき 8円

②　会員１世帯につき 92円

（※） 正式な保険種類の名称
東京海上日動⇒普通傷害保険＋こども総合保険
三井住友海上⇒賠償責任保険特約付帯普通傷害保険（ ）

●

教
職
員
が
加
入

■　24時間教職員傷
害保険
（夫婦特約付帯  
家族傷害保険）

〈職種級別A〉

〈
本
　
人
〉

死　亡　・
後 遺 障 害 2, 434万円 ※被保険者ご本人が危険度の

高い職業に就かれている場
合、保険金を減額してお支
払いすることがあります。

入院日額※1 12, 000円

通 院 日 額 6, 000円

〈
配
偶
者
〉

死　亡　・
後 遺 障 害 2, 000万円

入院日額※1 9, 000円

通 院 日 額 4, 000円

保　険　料 23, 000円

型
保険の種類

S　型 S　型
天災付き D　型 D　型

天災付き U　型 U　型
天災付き

●

園
児
の
保
護
者
・
P
T
A

が
加
入

■　園児 24 保険
　　　　　  （※）
〈職種級別A〉

死　　　亡・
後 遺 障 害
熱中症・細菌性食中毒
による死亡・後遺障害
入 院 日 額※1

通 院 日 額
賠 償 責 任
（記録情報限度額：500万円）
葬 祭 費 用
（O-157）

・O-157 等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約がセットされています（ただし、特定感染症につ
いては死亡保険金の支払対象とはなりません。また、地震等を原因
とした特定感染症はお支払対象となりません。）

・熱中症危険担保特約がセットされています
423万円

323万円

3, 700円
2, 500円

3, 000万円

300万円

450万円

350万円

3, 200円
2, 200円

3, 000万円

300万円

587万円

487万円

5, 000円
3, 500円

3, 000万円

300万円

490万円

390万円

4, 800円
3, 300円

3, 000万円

300万円

730万円

630万円

6, 500円
4, 500円

3, 000万円

300万円

610万円

510万円

6, 000円
4, 200円

3, 000万円

300万円

保険料 1 名当り 5, 500円 6, 000円 7, 500円 8, 000円 9, 500円 10, 000円

■　PTA総合保険 PTA団体傷害保険とPTA管理者賠償責任保険をセットしたものです。

園児だけでなく
PTA行事参加
中の保護者の方
（PTA会員の方）
も補償されます。

①　PTA管理者賠償責任保険
●活動危険対人 1 名につき 3, 000万円まで）
 1 事故につき 2 億円まで （免責金額1事故につき1,000円）
 対物 1 事故につき 100万円まで （免責金額1事故につき1,000円）
●保管物危険対物、加害会員1名につき 10万円まで）
　　　　　　　　保険期間通算 500万円まで）
 （免責金額1事故につき5,000円）

②　PTA団体傷害保険
 死亡・後遺障害 245. 3万円
 入 院 日 額※1 2, 000円
 通　院　日　額 1, 200円
　　　
　　　　①　会員１世帯につき 　 8円
　　　　②　会員１世帯につき 　92円

PTA行事とは、日本国内において、PTAが企画・立案し主催または共催（＊1）する行事で、PTA総会
役員会等PTA会則（名称の如何を問いません）に基づく手続きを経て決定されたものをいいます。
（＊1）共催する行事は、PTA団体傷害についてのみです。

（※）　 正式な保険種類の名称
 東京海上日動⇒普通傷害保険＋こども総合保険
 三井住友海上⇒こども総合保険
※1 手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

（ ）
P T A団体傷害保険 
特約付帯普通傷害保険 
＋PTA賠償責任保険
（児童・生徒賠償責 
任不担保特約付帯）

保険料

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

1．保険金額＆年間保険料表

◆個別契約は、教職員、園児の保護者、PTAが加入する保険です。
◆引受保険会社によって、保険種類・型・補償内容が異なります。
◆各保険種類の内容については、引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。
◆地区サービス代理店（現地代理店）から加入手続きの案内がなされますので、それに従い、教職員・園児の保護者・PTAに 
保険種類・型を選択していただくようご案内ください。
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〈基本契約②〉

引
受
保
険
会
社：

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
又
は
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

型
保険の種類

S 型 D 型

S 型 D 型

■　労 災 上 乗 せ 保 険

（労働災害総合保険）

◇死亡・後遺障害 1, 000万円

休業４日目以降
１日につき 2, 000円

災害付帯費用 40・10・５万円

◇死亡・後遺障害 500万円

（429万円）

◇入院日額 7, 000円

（5, 700円）

◇通院日額 4, 600円

（3, 800円）

◇死亡・後遺障害 1, 123. 5万円

（748. 3万円）

◇入院日額 9, 000円

（7, 500円）

◇通院日額 6, 000円

（5, 000円）

◆保険料（教職員１名当り） 2, 800円

◇保険料（教職員１名あたり）
天災危険担保なし 3, 700円

（天災危険担保あり 4, 200円）

◇保険料（教職員1名あたり）
天災危険担保なし 5, 600円
（天災危険担保あり 6, 100円）

■　教 職 員 傷 害 保 険

（就業中のみの危険担保
特約付帯普通傷害保険） （ ）内は天災危険担保の場合

引
受
保
険
会
社：

エ
ー
ス
損
害
保
険
㈱
又
は
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

型
保険の種類

S 型

S 型

D 型

■　労 災 上 乗 せ 保 険

（労働災害総合保険）

◇死亡・後遺障害 1, 000万円

休業４目以降
１日につき 2, 000円

災害付帯費用 40・10・５万円

◆保険料（教職員１名当り） 2, 800円

◇死亡・後遺障害 500万円

休業４日目以降
１日につき 1, 000円

災害付帯費用 40・10・５万円

◇死亡・後遺障害 100万円

◇入院日額 1, 500円

◇通院日額 1, 000円

（例）

Ａ行事：遠足、ハイキング、芋掘り、懇親会　等々

Ｂ行事：運動会、フィールドアスレチック、 等々

◆保険料（教職員１名当り） 1, 440円

◇保険料 １行事平均人数 年間行事数 保険料

Ａ行事： 9円× × ＝ Ａ

Ｂ行事：45円× × ＝ Ｂ

合計保険料　 Ａ＋Ｂ

■　行事参加者の傷害保険

（行事参加者の傷害危険
担保特約付帯普通傷害保険）

引
受
保
険
会
社
：
エ
ー
ス
損
害
保
険
㈱ 

又
は 

㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

型　　
保険の種類 S　　型 D　　型

■　労 災 上 乗 せ 保 険
（労働災害総合保険）

◇死亡・後遺障害 500万円

休業４日目以降
１日につき 1, 000円

災害付帯費用 40・10・5万円

◇死亡・後遺障害 1, 000万円

休業４日目以降
１日につき 2, 000円

災害付帯費用 40・10・5万円

◆保険料（教職員１名当り） 1,440円 ◆保険料（教職員１名当り） 2,230円

■　行事参加者の傷害保険
（行事参加者の傷害危険  
担保特約付帯普通傷害保険）

S　　型

◇死亡・後遺障害 100万円　
◇入院日額 1, 500円　
◇通院日額 1, 000円　

（例）

Ａ行事：遠足、ハイキング、芋掘り、懇親会 等々

Ｂ行事：運動会、フィールドアスレチック 等々

◇保険料

Ａ行事： 9円× × ＝ Ａ

Ｂ行事：45円× × ＝ Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　合計保険料　　　　　　　　　Ａ＋Ｂ

１行事平均人数 年間行事数 保険料

<基本契約②>

引
受
保
険
会
社
：
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱ 

又
は 

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

型　　
保険の種類

■　労 災 上 乗 せ 保 険
（労働災害総合保険）
（法 定 外 補 償 保 険）

◇死亡・後遺障害（＊1） 1, 000万円

休業４日目以降（＊2）
１日につき 2, 000円

災害付帯費用（＊1） 40・10・5万円

◆保険料（教職員１名当り） 2,230円

■　教 職 員 傷 害 保 険
（就業中のみの危険担保     
特約付帯普通傷害保険）

S　　型 D　　型

◇死亡・後遺障害 500万円　
 （429万円）
◇入院日額※1 7, 000円　
 （5, 700円）
◇通院日額 4, 600円　
 （3, 800円）

◇死亡・後遺障害 1, 123. 5万円　
 （748. 3万円）
◇入院日額※1 9, 000円　
 （7, 500円）
◇通院日額 6, 000円　
 （5, 000円）

◇保険料（教職員１名あたり）
　天災危険補償なし 2, 230円　
（天災危険補償あり 3, 150円）

◇保険料（教職員1名あたり）
　天災危険補償なし 3, 320円　
（天災危険補償あり 4, 630円）

（　）内は天災危険補償の場合

（＊1）後遺障害の等級により変わります。詳細については、パンフレットをご覧ください。
（＊2）賃金を受けない休業日

※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。
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2．基本契約について

◆基本契約は幼稚園が加入する保険です。
◆基本契約は、「基本契約①」と「基本契約②」に分かれており、合計７つの保険種類があります。

◆基本契約①は、引受保険会社四社（東京海上日動火災保険㈱、三井住友海上火災保険㈱、エース損害保険㈱、㈱損害保険ジ

ャパン）共通となっています。

◆基本契約②は、引受保険会社によって保険種類・型の設定が異なります。

◆各保険種類の内容については引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。

1．保険金額＆保険料表

〈基本契約①〉

引
　
受
　
保
　
険
　
会
　
社

：

四
　
社
　
共
　
通

型
保険の種類

S 型 D 型

■　幼稚園賠償責任保険

（施設賠償責任保険
＋生産物賠償責任保険）

◇対人
１名 6, 000円
１事故 ４億円
（食中毒事故は年間 ４億円）
◇対物
１事故 200万円
◇免責金額（対人・対物共通）
１事故 2, 000円

◇対人
１名 １億円
１事故 ４億円
（食中毒事故は年間 ４億円）
◇対物
１事故 1, 000万円

◇免責金額（対人・対物共通）
１事故 2, 000円

◇死亡・後遺障害 112. 8万円

（113. 3万円）

◇入院日額 550円

◇通院日額 350円

◇死亡・後遺障害 166. 7万円

（159. 5万円）

◇入院日額 750円

◇通院日額 500円

◆保険料（園児１名当り） 40円 ◆保険料（園児１名当り） 45円

◆保険料（園児１名当り） 700円
（1, 000円）

◆保険料（園児１名当り） 1, 000円
（1, 400円）

◇死亡・後遺障害 112. 8万円

◇入院日額 550円

◇通院日額 350円

◇死亡・後遺障害 166. 7万円

◇入院日額 750円

◇通院日額 500円

◆保険料（園児１名当り） 700円

◇死亡・後遺障害 586. 6万円

◇入院日額 3, 000円

◇通院日額 2, 000円

◆保険料 乗車定員数×3, 000円
（※スクールバス１台当りの大人ベースの定

員が基準）

◆保険料（園児１名当り） 1, 000円

■　幼稚園団体傷害保険

（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）

〈園管理下のみ担保、
預り保育を含む〉

O-157等の特定感染症危険
担保特約が自動付帯され
ています。（葬祭費用なし）

■　体験入園園児傷害保険

（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）

〈園管理下のみ担保、
未就園児対象〉

O-157等の特定感染症危険
担保特約が自動付帯され
ています。（葬祭費用なし）

■　スクールバス傷害保険

（交通乗用具搭乗中の傷害危険
担保特約付帯普通傷害保険）

（ ）内は天災危険担保の場合

基本契約②は、引受保険会社によって保険種類・加入プランが異なります。
各保険種類の内容については引受保険会社の地区サービス代理店からご説明をさせていただきます。

◇対人
　１名 １億円　
　１事故 ４億円　
　（食中毒事故は年間 ４億円）
◇対物
　１事故 1, 000万円　
◇免責金額（対人・対物共通）
　１事故 5, 000円　

＊

◇死亡・後遺障害 112. 8万円　
 （＊113. 3万円）
◇入院日額 550円　
◇通院日額 350円　

（＊

100円 105円

1．保険金額＆年間保険料表

乗車定員数※

（＊1, 000円） （＊1, 400円）

<基本契約①>

引

受

保

険

会

社
：
四

社

共

通

型　　
保険の種類 S　　型 D　　型

■　幼稚園賠償責任保険
（施設賠償責任保険
＋生産物賠償責任保険）

●施設賠償責任保険
◇対人
1名につき 1億円まで
1事故につき 4億円まで

◇対物
1事故につき 1, 000万円まで

◇免責金額（対人・対物ともに）
1事故につき 5, 000円　　

●生産物賠償責任保険
◇対人
1名につき 1億円まで
1事故・保険期間中につき 4億円まで

◇免責金額
1事故につき 5, 000円　　

●施設賠償責任保険
◇対人
1名につき 1億円まで
1事故につき 4億円まで

◇対物
1事故につき 1, 000万円まで

◇免責金額（対人・対物ともに）
1事故につき 2, 000円　　

●生産物賠償責任保険
◇対人
1名につき 1億円まで
1事故・保険期間中につき 4億円まで

◇免責金額
1事故につき 2, 000円　　

◆保険料（園児 1名当り） 100円　 ◆保険料（園児 1名当り） 105円　

■　幼稚園団体傷害保険
（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）
〈園管理下のみ補償、
　　　預り保育を含む〉
O-157 等の特定感染症危険
担保特約がセットされて
います。（葬祭費用なし）

◇死亡・後遺障害 112. 8万円　
 （＊113. 3万円）
◇入院日額※1 550円　
◇通院日額 350円　

◇死亡・後遺障害 166. 7万円　
 （＊159. 5万円）
◇入院日額※1 750円　
◇通院日額 500円　

◆保険料（園児 1名当り） 700円　
 （＊1, 000円）

◆保険料（園児 1名当り） 1,000円　
 （＊1,400円）

■　体験入園園児傷害保険
（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）
〈園管理下のみ担保、
　　　　未就園児対象〉
O-157 等の特定感染症危険
担保特約がセットされて
います。（葬祭費用なし）

◇死亡・後遺障害 112. 8万円
◇入院日額※1 550円
◇通院日額 350円

◇死亡・後遺障害 166. 7万円　
◇入院日額※1 750円　
◇通院日額 500円　

◆保険料（園児 1名当り） 700円　 ◆保険料（園児 1名当り） 1,000円　

■　スクールバス傷害保険
（交通乗用具搭乗中の傷害危険
担保特約付帯普通傷害保険）

◇死亡・後遺障害 586. 6万円　
◇入院日額※1 3, 000円　
◇通院日額 2, 000円　

◆保険料 乗車定員数※2×3,000円
 （※2 スクールバス 1台当りの大人ベースの
定員が基準）

（＊）内は天災危険補償の場合

※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。
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★加入の申し込みは　盧 加入依頼書については連合会に送付いただくか、もしくは地区サービス代理店
（現地代理店）へお渡しください。

盪 保険料については全日本私立幼稚園連合会事務局の指定する口座にお振込下さい。

藺保険内容問い合わせ先 〔引受保険会社〕

藺保険料振込用紙・
加入依頼書請求先

藺加入依頼書送付先

4．中途加入

４月１日以降の加入は中途加入としていつでも受け付けています。（保険始期は、保険料送金
日の翌日からとなります。）
引受保険会社専用の加入依頼書に必要事項を記入してお申し込みください。
保険料は中途加入月より月割保険料が適用されますのでご損にはなりません。

（具体例）10,000円× ＝5,000円

年間保険料10,000円で10月に中途加入の場合（残り月数６ヶ月）

5．変更手続き

加入した内容に変更が生じた場合（住所変更、人数の変更、中途加入者、中途脱退者など）、
全日私幼連事務局・地区サービス代理店（現地代理店）もしくは保険会社の支店、営業所にその
旨書面で申し出てください。

6．加入証

このＪＫ保険は、全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園PTA連合会の団体契約で
すので保険証券（代表証券）は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園PTA連合会に
発行されますが、個々の幼稚園には発行されません。
そこで加入された園には加入の覚えとして加入証（申込後約２ヶ月くらいかかります。）を発

行しますので、申込時の郵便振替振込金受領証と合わせて大切に保管しておいて下さい。
注）損害保険料控除証明書をご希望の方は、担当の地区サービス代理店（現地代理店）もしくは、

保険会社にお申しつけ下さい。

6
12

〈加入フロー図〉 

幼　稚　園  

保 険 会 社  

地区サービス代理店 
（現地代理店） 

全 日 本 私 立  
幼稚園連合会 
・PTA連合会 

（パンフレット・振込用紙送付） 

（団体契約の締結） 

④加入申込み 

①タイプの選択 
②加入内容の検討 
③保険会社の選択 

⑤加入証の送付 

加入申込受付期間 

保　険　期　間 

毎年１月～３月 

毎年４月１日から 
翌年の４月１日 
の　１　年　間 

東京海上日動火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社損害保険ジャパン
エース損害保険株式会社

ＴＥＬ０３－５２２３－２６０７
ＴＥＬ０３－３２５９－６６９３
ＴＥＬ０３－３３４９－４０２８
ＴＥＬ０３－５７４０－０７０８

全日本私立幼稚園連合会　事務局　宛
〒102－0073 東京都千代田区九段北４－２－25（私学会館）

ＴＥＬ ０３（３２３７）１０８０

加入申込受付期間

毎年 1月～ 3月
（中途加入も可能）

保 険 期 間

毎年4月1日
午前0時から

（更新の場合は午後4時）
翌年の4月1日

午後4時までの1年間

　加入した内容に変更が生じた場合（住所変更、人数の変更、中途加入者、中途脱退者など）、
全日私幼連事務局・地区サービス代理店（現地代理店）もしくは引受保険会社の支店、支社にそ
の旨書面でお申し出ください。

5．変更手続き

　このＪＫ保険は、全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園 PTA連合会の団体契約で
すので保険証券（代表証券）は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園 PTA連合会に
発行されますが、個々の幼稚園には発行されません。
　そこで加入された園には加入の証として加入証（加入後約 2ヶ月くらいかかります。）を発行
しますので、加入時の振替振込金受領証と合わせて大切に保管しておいて下さい。

※全日本私立幼稚園連合会（JK保険）の保険制度の概要について紹介したものです。保険の内
容は、JK保険のパンフレットをご覧ください。また、ご加入にあたっては、必ず「重要事項
説明」をよくお読みください。詳細は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園 PTA
連合会にお渡しする保険約款によります。保険約款内容の確認をご希望される場合には、団体
までご請求ください。また、JK保険の内容について、保険金のお支払条件その他ご不明な点
がありましたら地区サービス代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

6．加入証

4．中途加入

　４月１日以降の加入は中途加入としていつでも受け付けています。（保険責任の開始は、保険
料振込日の翌日午前 0時からとなります。）
　引受保険会社専用の加入依頼書に必要事項を記入してお申し込みください。
　保険料は中途加入月より月割保険料が適用されます。

（具体例）10,000円×　＝5,000円

年間保険料10,000円で10月に中途加入の場合（残り月数 6ヶ月）

6
12

加入手続き、保険内容については、地区サービス代理店または引
受保険会社までお問い合わせください。
〔引受保険会社〕

○保険内容問い合わせ先

全日本私立幼稚園連合会　事務局　宛
〒102-0073　東京都千代田区九段北 4‐2‐25（私学会館）

T E L　03（3237）1080

○加入依頼書送付先

東京海上日動火災保険株式会社 T E L 03-3515-4133
担当課：公務第二部 公務第一課

三井住友海上火災保険株式会社 T E L 03-3259-6693
担当課：企業営業第七部 第二課

株式会社損害保険ジャパン T E L 03-3349-4034
担当課：営業開発第二部 第二課

エ ー ス 損 害 保 険 株 式 会 社 T E L 03-5740-0716
担当課：A＆H本部 商品企画部

○保険料振込用紙・
加入依頼書請求先

★加入の申し込みは ⑴　 加入依頼書については連合会に送付いただくか、もしくは地区サービス代理店
（現地代理店）へお渡しください。

 ⑵　保険料については全日本私立幼稚園連合会事務局の指定する口座にお振込ください。
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1．保 険 制 度 の 概 要

1．本制度の特長
本保険制度は、全日本私立幼稚園連合会が特に指名した、損害保険会社4社の協力を得て、加盟幼稚園のために開発し
た制度で、全日私幼連ならではの割引が適用された掛金になっております。また、2000年度より、O-157ばかりでなく
熱中症（日射病・熱射病）対策として補償内容をさらに充実したものに改善しておりますので、既にご加入になっている
園も、未だ採用を決めていない園も、内容を十分吟味検討し各園に最も適した条件でご利用いただくようご案内申し上げ
ます。

2．本制度の構成
本保険制度は、幼稚園が加入する「基本契約」と教職員や園児の保護者が加入する「個別契約」の2種類で構成されて
います。さらに「基本契約」は7つの保険種類、「個別契約」は3つの保険種類で構成されており、各々、幼稚園ならびに
教職員や園児の保護者をとりまく危険をカバーする内容となっています。

3．申し込み方法

【基本契約の補償イメージ図】 

■幼稚園賠償責任保険 

■行事参加者傷害保険 

・施設の所有・使用・管理に 
　起因する賠償事故 
・業務行為に起因する賠償事故 
・給食の食中毒等 

園が主催する各種行事 
への参加者のケガ 

教職員の災害に 
対する政府労災 
の補償不足 

スクールバス搭乗者 
（園児・保護者・教職 
員・運転手）のケガ 

■幼稚園団体傷害保険 

園管理下における園 
児のケガ（自宅と園 
との往復途上も含む） 体験入園園児（未就園児） 

の園管理下中のケガ 

■体験入園園児傷害保険 

■教職員傷害保険 

■スクールバス傷害保険 

■労災上乗せ保険 

幼稚園 

【個別契約の補償イメージ図】 

■24時間教職員傷害保険 

園児のケガ（24時間） 
日常生活における 
賠償事故 PTA主催行事の 

参加者のケガ 
PTA主催行事における 
第三者への賠償事故 教職員のケガ（24時間） 

■PTA総合保険 

■園児24保険 

教職員・園児・保護者 

基本契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
2．基本契約について をご覧下さい。

個別契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
3．個別契約について をご覧下さい。

【基本契約の流れ（加入者：幼稚園）】 

1． 加入する保険種類の選択 

2． 加 入 す る 型 の 選 択  

3． 加入依頼書・保険料の送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が採用する保険種類を選択します。 

選択した保険種類について、それぞれの型を選択 

します。 

約２ヶ月後に加入者証が送付されますので、保管 

ください。 

専用加入依頼書に必要事項を記入して、（保険料 

は別途お振込み下さい）全日本私立幼稚園連合会 

事務局もしくは、引受保険会社の地区サービス代 

理店（現地代理店）へお渡し下さい。 

【個別契約の流れ（加入者：教職員・園児の保護者）】 

1． 採用する保険種類の選択 

2． 教職員や保護者への制度 
の説明 

3． 加入依頼書・保険料のとり 
まとめと送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が希望する保険種類を選択します。 

採用した保険種類について、説明会等で、 

制度内容を説明します。 

約２ヶ月後に加入者証が加入者宛に送付 

されます。 

加入者から提出された加入依頼書（保険 
料は別途お振込み下さい）をとりまとめ 
て、全日本私立幼稚園連合会事務局もし 
くは、引受保険会社の地区サービス代理 
店（現地代理店）へお渡し下さい。 

☆募集期間は毎年 1月～ 3月（中途加入も可能、詳しくは次頁4．中途加入をご覧ください）

1．本制度の特長
　本保険制度は、全日本私立幼稚園連合会が特に指名した、損害保険会社4社の協力を得て、加盟幼稚園のために開発した制
度です。また、2000年度より、O-157ばかりでなく熱中症（日射病・熱射病）対策として補償内容をさらに充実したものに
改善しておりますので、既にご加入になっている園も、未だ採用を決めていない園も、内容を十分吟味検討し各園に最も適
した条件でご利用いただくようご案内申し上げます。

2．本制度の構成
　本保険制度は、幼稚園が加入する「基本契約」と教職員や園児の保護者およびPTAが加入する「個別契約」の2種類で構成
されています。さらに「基本契約」は7つの保険種類、「個別契約」は3つの保険種類で構成されており、各々、幼稚園ならび
に教職員や園児の保護者をとりまく危険をカバーする内容となっています。

2．加入するタイプの選択

貴園が採用する保険種類を選択します。 

選択した保険種類について、それぞれの加入タイプ
を選択します。 

貴園が希望する保険種類を選択します。

【個別契約の流れ（加入者：教職員・園児の保護者・PTA）】

基本契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
2．基本契約について をご覧下さい。

個別契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
3．個別契約について をご覧下さい。

【基本契約の補償イメージ図】

■幼稚園賠償責任保険 ■幼稚園団体傷害保険
■体験入園園児傷害保険

園管理下における園
児のケガ（自宅と園
との往復途上も含む） 体験入園園児（未就園児）

の園管理下中のケガ

スクールバス搭乗者
（園児・保護者・教職
員・運転手）のケガ

教職員の災害に
対する政府労災 
の上乗せ補償

園が主催する各種行事
への参加者のケガ

■行事参加者傷害保険
■教職員傷害保険 

■労災上乗せ保険

■スクールバス傷害保険

幼稚園

・施設の所有・使用・管理に
起因する賠償事故

・業務遂行に起因する賠償事故
・給食等、生産物による食中毒
の発生等

【個別契約の補償イメージ図】

■24時間教職員傷害保険

■園児24保険

■PTA総合保険

教職員のケガ（24時間）

PTA主催行事の
参加者のケガ
PTA主催行事における
第三者（他人）への
賠償事故

教職員・園児・保護者・PTA

園児のケガ（24時間） 
日常生活における
賠償事故

全日本私立幼稚園連合会の保険（全日私幼連保険制度）募集のご案内

本会では園児・教職員の安全確保による園の健全なる運営を祈念しているところですが現実には予想もでき
ない事故が幼稚園の内・外で起こり得ます。
本会では各園がこのような不測の事故などにも万全の対策を立て、安心して園児の教育活動に取り組めるよ
うよりよい保険制度（ＪＫ保険）の確立に取り組んでいます。
今回はこのＪＫ保険の概要をご説明させていただきますので何卒ご検討いただきご加入されることをおすす
めいたします。
注意点： 加入依頼書・保険料は、取りまとめ後、至急提出・振込み手続きお願いいたします。また、加入者証

は必ずお手元に保管ください。
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全日私幼連では、会員園の皆様が安心して園児の教育活動に取り組めるよう、幼稚園賠
償責任保険や幼稚園団体傷害保険等を中心に「JK保険制度」を整備し、会員園と園児の
安全をバックアップしております。
昨年を振返りますと、例年に引続き、災害や重大事故が多い年であり、また、新型イン
フルエンザの国内での流行による脅威や対策の重要性について、改めて実感することとな
りました。災害や事故の対策は十分に準備が必要でありますが、全てを未然に防ぐことは
困難です。このような場合において、全日私幼連が会員園のために開発した本制度をご活
用いただくことで、より安心・安全な園運営を行うことが可能となります。
本制度は、①幼稚園が法律上の損害賠償請求を受けた場合に対応する「幼稚園賠償責任
保険」、②園児が通園中等にケガをした場合に対応する「幼稚園団体傷害保険」、③教職員
の方が就園中にケガをした場合等に対応する「教職員傷害保険」、④24時間、園児がケガ
をした場合や、損害賠償請求（実際には保護者が）を受けた場合に対応する「園児24保険」
に大別され、すでに約6割の会員園でご採用いただいております。
特に、「園児24保険」は、団体割引・損害率による割引等により一般契約に比べて、保
険料が割安になっており、園内外での事故、トラブル回避の為にも、園として「園児24
保険」を是非お薦めください。
上記保険内容の詳細につきましては、指定損害保険会社4社（東京海上日動火災保険㈱、
三井住友海上火災保険㈱、エース損害保険㈱、㈱損害保険ジャパン）の地区サービス代理
店からご説明させていただきますので、お気軽にお問い合わせください。
なお、申込手続きは4月1日補償開始のためには3月中の申込手続き（加入依頼書の提出・
保険料振込）が必要となりますので、手続きよろしくお願いいたします。（締切日等申込
手続きの詳細は地区サービス代理店にご相談ください）
引き続き、全日私幼連の「JK保険」をよろしくお願い申し上げます。
 

※この保険は、全日本私立幼稚園連合会、全日本私立幼稚園PTA連合会を契約者とし、全日本私立幼稚園連合会、
全日本私立幼稚園PTA連合会の構成員等を被保険者（保険の補償を受けられる方）とする団体契約です。保
険証券を請求する権利、保険契約を解約する権利等は原則として全日本私立幼稚園連合会、全日本私立幼稚園
PTA連合会が有します。この保険の名称、契約者となる団体やご加入いただける被保険者の範囲等につきまし
ては、パンフレット等をご参照ください。

会員園（園児）のためのＪＫ保険、平成22年度募集開始！

全日本私立幼稚園連合会の「保険」

4月1日に向けて新規・更新のご加入をお忘れなく

まさかのときの「J K保険」

施設賠償責任保険、生産物賠償責任保険、労働災害総合保険（法定外補償保険）、PTA賠償責任保険、
学校契約団体傷害保険特約付帯普通傷害保険、交通乗用具搭乗中の傷害危険担保特約付帯普通傷害保険、
就業中のみの危険担保特約付帯普通傷害保険、行事参加者の傷害危険担保特約付帯普通傷害保険、
PTA団体傷害保険特約（B）付帯普通傷害保険、家族傷害保険、普通傷害保険、こども総合保険（

（




